

















































a)理論的発育零点 350， 300， 280， 250， 200及び150Cの6種恒温に卵を産付当夜から入
れた結果は第1表のとおりである.これから見ると， 150-300Cの間では，匹子の発育速度は温度
第 1表 ニカメイガ隆子の発育と温度左の関係
発 育 速 度
警官Z温度 卵期間 帰化率a b 
'0 O.錨~ a.g 自.t85 4.49 0.2硲7
30 4.80 0.2083 0.2067 88.7 90.1 
28 5.49 0.1821 0.1856 84.3 88.0 
25 6.41 0.1561 0.1537 81.1 85.5 
20 8.92ホ 0.10∞ 0.1∞7 87.2 87.2 
15 (20.83) 0.0480 0.0477 80.7 87.2 
発育速度a{土卵期間より計算.bはy=0.0106x-0.11l3より計算
1-0.2083 車産付後.200C仁入る前lこ300Cで1日を経過，従ってその発育速度aIi' 8.92-=了とじて計算


















































































処理の250，200， 150Cの期聞が短くなるはずである(Linet al. 1954)が， 100Cを19日間
として行なった実験では第3衰のよう仁， 100C 9日間の場合よりむしろ長くなって居る.つまり，




飼入育温度に 発 育 速 度
卵完内成怪子率飼育温度 れ化てから 解化率解するま
での墜間 a b 
-ι 目 % 84:: 25 5.07 0.1260 0.1537 27.5 
20 8.14 0.0785 0.1007 14.9 68.7 



















両者合わせて0.47となる. 250Cでこれと同じ発育をするに廿， 0.47~0.1537=3.06 日，つまり
73時間を要することとなり，これは後藤の反転期直後lこ当仇大体検鏡¢結果ど一致する.すなわ










































































































































1 1 i 1 1 。。 1 2 3 4 5 6 7 
産卵後の時間(日〉















次に，第2群第 4ー 7区と同様に， 50C 24時間処理された第1区の卵期が異常lこ長く 7.17


























o 1 2 <:1 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
産卵後の時間(日)



















































































































Johnson (1940)の言う developmental-hatchingthreshold文は Linet al.のthreshold






Lin et al.は Oncopeltus卵及び Tribolium卵では全発育期間を通じて， threshold 



















卵の発育速度〈近くはLinet al.のいう ratioof development)どは事質的に異なるものであ
る.この間題は既に小泉(1939)がテグス蚕の卵仁ついて詳しく指摘してやる.
鏑 要
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